
大淀小学校の浜辺の集

会・クリーン集会。縦

割り班で砂のオブジェ

作りの後、海岸の清掃

活動も…関連記事は３

ページをご覧ください。

明和の頭文字の

「明」を「日」と「月」

で表し、日は「威厳」、

月は「慈愛」を意味

し、天体のごとく丸

く高く発展と向上を

表しています。また「月の直径は３、日の

直径は２の割合、マークの太さは月の直径

の12分の１」と定めています。

明和町章
昭和35(1960)年８月26日制定　　　　
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まちの話題
広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)

６
月
18
日
、
明
星
の
西
山
真
友

子
さ
ん
が
「
青
年
海
外
協
力
隊
海

外
派
遣
」
の
出
発
報
告
に
町
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

西
山
さ
ん
は
、
青
年
海
外
協
力

隊
の
平
成
21
年
度
１
次
隊
員
と
し

て
、
平
成
23
年
３
月
ま
で
の
１
年

９
カ
月
間
、
中
米
の
島
国
「
セ
ン

ト
ビ
ン
セ
ン
ト
」
に
派
遣
さ
れ
ま

す
。
現
地
で
は
、
教
育
省
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
開
発
局
に
所
属
し
、
障

が
い
児
養
護
教
育
現
場
な
ど
の
改

善
の
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
に
携
わ
り

ま
す
。

町
長
か
ら
「
外
国
で
の
慣
れ
な

い
生
活
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
体
調
に
は
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
、

西
山
さ
ん
は
「
２
週
間
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
後
、
ま
ず
は
住
ま
い
探

し
か
ら
で
す
。
こ
の
た
び
の
海
外

派
遣
は
、
職
場
の
皆
さ
ん
や
家
族

か
ら
も
、
理
解
と
応
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
き
ま
す
」

と
力
強
く
応
え
て
い
ま
し
た
。

西
山
さ
ん
は
、
こ
の
後
６
月
23

日
に
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
に
向
け

て
出
国
し
ま
し
た
。
西
山
さ
ん
、

国
際
協
力
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

町
長
に
派
遣
の
報
告
を
す
る
西
山
さ
ん
（
写
真
右
）

青
年
海
外
協
力
隊
（
養
護
教
育
）
で

セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
へ
派
遣

明
星
の
西
山
さ
ん

７
月
４
日
、
大
淀
ふ
れ
あ
い
キ

ャ
ン
プ
場
の
安
全
祈
願
祭
（
町
観

光
協
会
主
催
）
が
、
同
キ
ャ
ン
プ

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
に
は
、
町
商
工

会
・
伊
勢
湾
漁
業
協
同
組
合
・
自

治
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
本
年

の
斎
王
ま
つ
り
で
斎
王
役
を
務
め

た
鳥
井
麻
生
さ
ん
（
津
市
）
、
同

じ
く
女
別
当
役
を
務
め
た
木
下
英

里
さ
ん
（
同
）
な
ど
約
50
人
が
参

加
。
全
員
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
キ

ャ
ン
プ
場
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。こ

の
後
、
業
平
夢
太
鼓
の
演
奏

大
淀
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
の
安
全
祈
願
祭

宝
探
し
や
も
ち
ま
き
も

社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
へ
の
理
解
を
深

め
、
地
域
社
会
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で

す
。６

月
26
日
、
多
気

郡
保
護
司
会(

村
川

浩
会
長
）
の
皆
さ
ん

が
町
役
場
を
訪
れ
、

第
59
回
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
へ
の
協

力
に
つ
い
て
、
法
務

大
臣
か
ら
の
書
状
を
町
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
７
月
の
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」
を
前

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
更
生
保
護

へ
の
理
解
と
参
加
を
求
め
た
も
の

で
す
。

運
動
の
強
調
月
間
中
、
７
月
１

日
の
朝
は
近
鉄
明
星
駅
、
２
日
の

朝
は
近
鉄
斎
宮
駅
で
、
ま
た
４
日

に
は
大
淀
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場

の
安
全
祈
願
祭
会
場
で
、
そ
れ
ぞ

れ
保
護
司
・
町
更
生
保
護
女
性
の

会
の
皆
さ
ん
な
ど
が
参
加
し
、

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と

書
か
れ
た
た
す
き
姿
で
、
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
な
ど
各
種
啓

発
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

防
ご
う
犯
罪
と
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り

第
59
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

町
内
各
所
で
啓
発
活
動
を
展
開

や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
に
続
き
、

宝
探
し
や
も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
約
５
０
０
人
の
家
族
連
れ

や
子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

フラダンスの披露

もちまきの様子

町長（写真右）に法務大臣からの書状を手渡す多気郡保護司会の皆さん
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６
月
26
日
、
大
淀
海
岸
で
大
淀

小
学
校
の
「
浜
辺
の
集
会
・
ク
リ

ー
ン
集
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
た
ち
に
地
元
大

淀
海
岸
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

に
併
せ
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
す

る
「
き
れ
い
な
砂
浜
」
の
た
め
、

海
岸
の
清
掃
・
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
す
。
毎
年
こ
の
時

期
に
行
わ
れ
、
清
掃
活
動
は
、
海

水
浴
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の
９
月
に

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
同
小
学
校
の
全
児

童
１
８
７
人
が
参
加
。
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
、
20
班
の
縦
割
り

班
に
分
か
れ
、
砂
山
の
高
さ
を
競

っ
た
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
や
ヒ
ト
デ
な

ど
海
の
生
き
物
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
砂
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
作
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
こ
の
後
、
海
岸
約

５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、
ゴ

ミ
拾
い
な
ど
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
大
淀
小
学
校
の
児
童
の
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

浜辺の集会の様子

大淀小学校「浜辺の集会・クリーン集会」

縦割り班で砂のオブジェ作り
砂浜の清掃活動も

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

採取した生物を調査する児童たち（写真は祓川環境美
化推進協議会提供）

６
月
18
日
に
上
御
糸
小
学
校
、

19
日
に
斎
宮
小
学
校
、
そ
し
て
７

月
６
日
に
下
御
糸
小
学
校
の
児
童

た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
祓
川
で
水
生

生
物
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
元
を
流
れ

る
自
然
豊
か
な
祓
川
の
生

物
調
査
を
通
じ
て
、
子
ど

も
た
ち
に
、
河
川
環
境
や

水
質
問
題
な
ど
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
。
地
元

自
治
会
を
は
じ
め
、
地
域

の
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
、
毎
年
こ
の

時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

こ
の
う
ち
、
下
御
糸
小

学
校
で
は
、
３
・
４
年
生

ど
ん
な
生
き
物
が
い
る
か
な
？

祓
川
の
水
生
生
物
調
査

上
御
糸
・
斎
宮
・
下
御
糸
各
小
学
校
の
児
童
た
ち

まちの話題
広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)

大淀海岸で
アカウミガメの産卵を確認

７月５日、大淀海岸の砂浜で「アカ

ウミガメの産卵」が確認されました。

この日、志摩半島野生動物研究会の

若林郁夫さん（鳥羽水族館）が、カメ

の足跡が見つかった場所の砂浜を掘り

起こし、ピンポン玉ほどの白い卵81個

を確認しました。

確認の後、卵は安全な場所に移設さ

れ、気温などが順調であれば、約２カ

月でふ化する見込みです。たくさんの

ウミガメの赤ちゃんが、元気に生まれ

るといいですね。

ウミガメの卵を確認する若林さん

児
童
50
人
が
７
月
６
日
の
午
前
、

下
御
糸
橋
の
上
流
約
２
０
０
メ
ー

ト
ル
付
近
を
調
査
。
児
童
た
ち
は
、

エ
ビ
類
や
サ
ワ
ガ
ニ
、
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
、
シ
ラ
ス
、
エ
イ
な
ど
を
採

取
し
、
生
息
す
る
生
物
の
種
類
や

数
を
数
え
、
祓
川
の
水
質
を
調
べ

ま
し
た
。

下
御
糸
小
学
校
の
水
生
生
物
調
査
（
写
真
は
祓
川
環

境
美
化
推
進
協
議
会
提
供
）
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まちの話題
広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)

６
月
28
日
、
前
野
の
浅
間
行
事

が
、
同
地
区
祓
川
の
河
原
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

行
事
で
は
「
富
士
講
」
と
染
め

た
法
被
姿
の
皆
さ
ん
が
、
ほ
ら
貝

を
吹
き
な
が
ら
「
富
士
参
り
道
中

宿
歌
」
を
歌
い
、
前
野
集
落
セ
ン

タ
ー
か
ら
祓
川
河
原
の
ご
神
木
ま

で
行
列
し
ま
し
た
。

河
原
に
到
着
し
た
一
行
は
、
ご

神
木
に
お
神
酒
な
ど
を
供
え
、
そ

の
周
り
を
道
中
宿
歌
に
合
わ
せ
て

「
浅
間
踊
り
」
を
踊
っ
た
後
、
富

士
山
の
あ
る
東
の
方
角
と
大
峰
山

の
あ
る
西
の
方
角
に
向
い
て
、
地

区
安
全
と
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
「
地
域
の
伝
統
行

事
を
絶
や
す
ま
い
」
と
、
前
野
浅

間
行
事
保
存
会
（
浅
井
　
保
会
長
）

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

地域の伝統行事　法被姿で浅間踊り
安全と豊作願う前野の浅間行事

浅間行事の様子（写真は前野浅間行事保存会提供）

み
こ
し
だ
！
わ
っ
し
ょ
い
！
わ
っ
し
ょ
い
！

上
村
地
区
で
子
ど
も
み
こ
し

７
月
11
日
、
上
村
地
区
で
同
地

区
子
供
会
（
西
場
美
智
代
幹
事
、

児
童
約
20
人
）
の
「
子
ど
も
み
こ

し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
と
保
護

者
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
親

ぼ
く
と
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
平

成
３
年
以
降
、
地
区
の
伝
統
行
事

「
天
王
祭
」
に
合
わ
せ
て
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
の
午
後
、
子
ど
も
た
ち

が
担
ぐ
み
こ
し
が
上
村
集
落
セ
ン

タ
ー
を
出
発
。
青
い
お
揃
い
の
法

被
姿
の
子
ど
も
た
ち
が
「
わ
っ
し

ょ
い
！
わ
っ
し
ょ
い
！
」
と
元
気

な
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
約
１

時
間
か
け
て
地
区
内
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

国史跡斎宮跡休憩所の愛称「いつき茶屋」に決定

軽食コーナーも本格オープン　皆さん ご利用ください

いつきのみや歴史体験

館横の国史跡斎宮跡休憩

所では、このほど愛称を

「いつき茶屋（ぢゃや）」

に決定しました。併せて

「軽食コーナー」も本格

オープンしました。

同休憩所では「Z国史

跡斎宮跡保存協会設立20

周年」と「いつきのみや

歴史体験館開館10周年」を記念して愛称を広く募集。158件の応募

があり、選考の結果、渡邉幸宏さん（明和町）、喜多律子さん（同）、

池田洋子さん（多気町）、近藤登美子さん（明和町）、野中介郎さん

（同）、山k英子さん（同）、堀壽々子さん（松阪市）、樋口作子さん

（明和町）の８人から応募があった「いつき茶屋」に決定し、７月18

日に同休憩所で行われた式典で、表彰式を行いました。

新設された「軽食コーナー」では、冷たい飲み物やうどんなどの

軽食を用意して、皆さんのご利用をお待ちしています。同コーナー

の開店時間・休店日は、次のとおりです。

■開店時間 午前10時～午後５時（オーダーストップは午後４時30

分）

■休店日 原則として月曜日、祝日の翌日

※詳しくは、国史跡斎宮跡休憩所「いつき茶屋」（H52・7805）へ

お問い合わせください。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
み
こ
し

本
格
オ
ー
プ
ン
し
た
軽
食
コ
ー
ナ
ー

国
史
跡
斎
宮
跡
保
存
協
会
設
立
20
周
年
・
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
開
館
10
周
年
記
念
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 まちの話題

広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)

明
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
辻
　
輝
之
会
長
）
の
ミ
ニ
運
動

会
が
６
月
23
日
、
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
は
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
事
業
の
一

環
と
し
て
、
会
員
相
互
の
親
ぼ
く

と
交
流
を
図
ろ
う
と
、
毎
年
こ
の

時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。こ

の
日
は
、
玉
入
れ
や
大
玉
転

が
し
、
地
区
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
、

午
前
・
午
後
の
部
合
わ
せ
て
９
種

目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

競
技
の
得
点
は
町
内
５
地
区
別
に

集
計
さ
れ
、
競
技
出
場
者
の
奮
闘

ぶ
り
に
、
場
内
か
ら
は
大
き
な
声

援
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

明和町老人クラブ連合会のミニ運動会
玉入れや地区対抗リレーなど９競技

明
和
町
消
防
団
（
藪
谷
一
雄
団

長
）
の
夏
季
集
中
訓
練
が
、
６
月

８
日
か
ら
７
月
17
日
に
か
け
て
、

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
明
和
消

防
署
な
ど
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

訓
練
で
は
、
町
内
５
分
団
28
部

の
全
団
員
を
対
象
と
し
た
基
本
訓

練
、
ポ
ン
プ
取
り
扱
い
・
ホ
ー
ス

延
長
訓
練
を
は
じ
め
、
幹
部
団
員

を
対
象
と
し
た
火
災
の
現
場
指

揮
、
非
常
召
集
訓
練
を
兼
ね
た
地

震
対
応
図
上
訓
練
、
女
性
団
員
を

対
象
と
し
た
A
E
D
取
り
扱
い
の

救
急
法
訓
練
な
ど
を
、
各
日
の
夜

間
に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
７
月
７
日
に
は
、

第
４
・
５
分
団
の
積
載
車
隊
団
員

を
対
象
と
し
た
「
火
災
現
場
指
揮

訓
練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、
連
夜
の

訓
練
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

町
消
防
団
の
夏
季
集
中
訓
練

地
震
対
応
訓
練
や
救
急
法
訓
練
な
ど

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
実
施

うまく取れるかな？パン食い競争
これは難しそう！ボールをラケットでつきながらリレーする「ス
プーンレース」

７
月
７
日
の
訓
練
の
様
子

７
月
４
日
、
親
子
に
農
作
物
の
栽
培
を
体
験
し
て
も
ら
う

「
農
作
物
体
験
」
が
、
斎
宮
地
内
の
畑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
親
子
で
農
作
物
を
育
て
収
穫
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
農
業
生
産
や
食
・
栄
養
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
地
域
と
参

加
者
皆
さ
ん
の
交
流
と
親
ぼ
く
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
町
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
11
組
44
人
の
親
子
が
参
加
。
農
村
女
性
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
（
三
重
県
知
事
認
定
）
の
大
西
よ
し
さ
ん
と
松
林

悦
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
や
、
ク

ロ
マ
メ
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
農
作
物
体
験
で
は
、
今
後
も
ダ
イ
コ
ン
の
種
ま
き
な

ど
を
行
い
、
栽
培
し
た
農
作
物
は
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

の
収
穫
を
予
定
し
て
し
ま
す
。

親
子
「
農
作
物
体
験
」

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
や

ク
ロ
マ
メ
の
種
ま
き
な
ど

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど

平
成
21
年
度
各
会
計
の
補
正

可
決
さ
れ
た
平
成
21
年
度
明
和

町
一
般
会
計
な
ど
、
各
会
計
補
正

予
算
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
一
般
会
計

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
費
、
臨
時
職
員

賃
金
（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
）
、

八
木
戸
排
水
機
場
除
塵
機
改
修
工

事
費
な
ど
６
９
７
９
万
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
61
億
４
４
７
９

万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
財
源
は
県
支
出
金
２
１

７
２
万
３
千
円
、
繰
越
金
３
２
１

１
万
２
千
円
、
諸
収
入
１
５
９
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計

国
史
跡
斎
宮
跡
休
憩
所
活
用
推
進

事
業
委
託
（
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
基
金
事
業
）
料
な
ど
３
１
１

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
５

億
８
２
１
１
万
６
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

事
業
計
画
設
計
等
業
務
委
託
料
６

０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
６

億
５
４
３
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

維
持
管
理
費
33
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
億
５
５
２
３
万
円
と
し

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
案
件

そ
の
ほ
か
、
可
決
さ
れ
た
議
案

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
同
意
】

■
教
育
委
員
会
委
員
（
田
邊
　
一

さ
ん
・
中
海
）
の
任
命
同
意

【
報
告
】

■
平
成
20
年
度
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル

費
（
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
事
業
）
繰
越
明
許
費
計

算
書

■
平
成
20
年
度
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
等
設
置
事
業
（
地
域
活
性

化
・
緊
急
安
心
実
現
総
合
対
策
交

付
金
事
業
）
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
定
額
給
付
金
給
付

事
業
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
子
育
て
応
援
特
別

手
当
交
付
金
交
付
事
業
繰
越
明
許

費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
町
単
土
地
改
良
事

業
補
助
（
地
域
活
性
化
・
生
活
対

策
臨
時
交
付
金
事
業
）
繰
越
明
許

費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
下
御
糸
漁
港
地
域

水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業
繰
越

明
許
費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
資
金
借
入
金
利
子
補
給
（
地
域

活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

事
業
）
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
町
道
維
持
事
業

（
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
）
繰
越
明
許
費
計
算

書■
平
成
20
年
度
長
寿
命
化
修
繕
計

画
策
定
事
業
橋
梁
点
検
業
務
委
託

繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
地
方
道
路
交
付
金

事
業
（
前
野
・
川
尻
線
自
歩
道
整

備
）
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
体
育
館
耐
震
補
強

事
業
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
施
設
建
設
事
業
繰

越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
管
路
建
設
事
業
繰

越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
20
年
度
高
齢
者
医
療
制
度

円
滑
運
営
事
業
繰
越
明
許
費
計
算

書
【
議
案
】

■
総
合
建
設
計
画
審
議
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
多
気
東
部
土
地
開
発
公
社
定
款

の
一
部
を
改
正
す
る
定
款

■
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例■
公
共
下
水
道
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

■
中
工
│
１
　
明
和
中
学
校
屋
内

運
動
場
耐
震
改
修
工
事
請
負
契
約

■
20
│
農
管
工
│
２
　
農
業
集
落

排
水
事
業
（
上
御
糸
・
下
御
糸
地

区
）
管
路
施
設
工
事
　
浜
田
・
八

木
戸
・
根
倉
（
幹
）
工
区
請
負
契

約

平
成
21
年
第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
６
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
同
意
、
諸
報
告
（
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
、
緊
急
安
心
実
現
総
合
対

策
交
付
金
事
業
関
係
ほ
か
）
を
は
じ
め
、
条
例
の
改
正
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
な
ど
各
会
計
の
補
正
予
算

を
審
議
し
、
25
案
件
（
同
意
１
件
、
報
告
14
件
、
議
案
10
件
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
、
緊
急
安
心
実
現
総
合
対
策
事
業
報
告

各
会
計
補
正
予
算
な
ど
25
案
件
を
審
議
・
可
決

町 議 会
定 例 会

くらし
広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)

文化財の放火・盗難にご注意ください
文化財を私たちの手で守りましょう！
寺社や古民家・骨董品などの文化財は、地域で守り継

がれてきた大切な宝です。これらの文化財の防火防犯体

制を改めてチェックしましょう。また、不審者を発見し

た場合には、警察に連絡するなど、みんなの目で文化財

を守りましょう。

【防火・防犯対策のために】

■文化財を守るため、警察署や消防署との連携・地域の

皆さんの協力体制が築かれていますか？

■人気のない場所に、ゴミなどの燃えやすい物はありま

せんか？

■ロウソクや線香など、火の管理は十分ですか？

■夜間や無人の寺社などの管理は、適切にできています

か？

■部外者が侵入できないよう、鍵などの施錠器具は正常

に機能していますか？

■建物や仏像などの防火防犯設備は、正常に作動します

か？
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

【
福
祉
医
療
費
助
成
、
児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
】

助
成
・
受
給
手
続
き
は
福
祉
子
育
て
課
ま
で

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
町

内
在
住
の
障
が
い
者
・
一
人
親
家

庭
等
・
乳
幼
児
が
医
療
機
関
で
診

療
を
受
け
た
際
の
「
医
療
費
の
保

険
適
用
分
全
額
相
当
」
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。
各
医
療
費
助
成
の

対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
障
が
い
者
医
療
費
助
成

■
対
象
者

①
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の

人
、
②
知
的
障
が
い
者
で
療

育
手
帳
Ｂ
１
以
上
ま
た
は
Ｉ

Ｑ
50
以
下
の
人
、
③
精
神
障

が
い
者
で
、
そ
の
等
級
が
１

級
の
人
（
通
院
分
の
み
）

◎
一
人
親
家
庭
等
医
療
費

助
成

■
対
象
者

①
18
歳
年
度
末

ま
で
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の

親
お
よ
び
児
童
、
②
父
母
の

い
な
い
18
歳
年
度
末
ま
で
の

児
童

◎
乳
幼
児
医
療
費
助
成

■
対
象
者

義
務
教
育
就
学

前
ま
で
の
児
童

※
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
で

は
、
前
年
の
所
得
が
上
表
の

限
度
額
を
超
え
る
場
合
は
、

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
父
母

の
離
婚
な
ど
に
よ
っ
て
、
父
親
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
な
ど

を
対
象
に
、
手
当
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
者

次
の
条
件
に
該
当
す
る
児
童
（
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）
を
扶
養
し
て
い
る

母
や
、
そ
の
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

■
条
件

①
父
母
が
離
婚
し
た

後
、
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
、
②
父
が
死
亡
し
た
児

童
、
③
父
が
重
度
の
障
が
い
の
状

態
に
あ
る
児
童
、
④
父
の
生
死
が

明
ら
か
で
な
い
児
童
、
⑤
父
か
ら

１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児

童
、
⑥
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童
、
⑦
母
の
婚
姻
に
よ

ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
、
⑧
父

母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な

い
場
合
＝
①
父
ま
た
は
母
の
死
亡

を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合
、
②
労
働
基
準
法

な
ど
の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償
を

受
け
て
い
る
場
合
、
③
児
童
入
所

施
設
ま
た
は
里
親
に
委
託
し
て
い

る
場
合
な
ど

■
手
当
月
額

手
当
の
全
額
を
受

給
で
き
る
場
合
、
月
額
４
万
１
７

２
０
円
で
す
。
手
当
の
一
部
を
受

給
で
き
る
場
合
は
、
前
年
の
所
得

額
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
、
月
額
４

万
１
７
１
０
円
か
ら
９
８
５
０
円

の
範
囲
で
決
定
し
ま
す
。
児
童
が

２
人
の
場
合
は
前
記
金
額
に
５
０

０
０
円
の
加
算
、
３
人
目
以
降
は

児
童
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
３
０

０
０
円
ず
つ
加
算
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
対
象
者

身
体
や
精
神
に

障
が
い
（
お
お
む
ね
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
以
上
・
療
育
手
帳

Ｂ
＝
中
度
以
上
）
の
あ
る
児
童
の

父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
。
こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
で
も
、

医
師
の
診
断
書
で
同
程
度
の
障
が

い
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合

は
、
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で

き
な
い
場
合
＝
①
障
が
い
を
理
由

と
す
る
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
場
合
、
②
児
童
入
所
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合

■
手
当
月
額

障
が
い
の
程
度
に

応
じ
て
１
級
と
２
級
に
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
月
額
は
１
級
＝
５
万

７
５
０
円
、
２
級
＝
３
万
３
８
０

０
円
で
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
手
当
は
、
町
福
祉
子
育
て
課

で
の
手
続
き
と
県
知
事
の
認
定
の

後
、
申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
手
当

を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
所
定

の
所
得
制
限
に
よ
っ
て
、
支
給
対

象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費

助

成

制

度

児

童

扶

養

手

当

制

度

特
別
児
童
扶
養

手

当

制

度
※
福
祉
医
療
費
助
成
な
ど
福
祉
制

度
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
福
祉
子

育
て
課
福
祉
係
（
H
52
・
７
１
１

５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)
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松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
平
成
22
年
４
月
採
用
予
定
の

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
職
種

消
防
職

■
受
験
資
格
（
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
こ
と
）

昭
和
56
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
要
件

を
満
た
す
人

①
日
本
国
籍
が
あ
り
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に

該
当
し
な
い
人

②
学
校
教
育
法
に
定
め
る
高
等
学

校
以
上
の
教
育
課
程
を
、
平
成

22
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
（
修

了
）
ま
た
は
卒
業
（
修
了
）
見

込
み
の
人
、
お
よ
び
文
部
科
学

省
の
実
施
す
る
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
（
旧
名
称：

大

学
入
学
資
格
検
定
試
験
）
に
合

格
し
た
人

■
採
用
予
定
人
員

７
人
程
度

■
応
募
方
法

受
付
期
間
中
に
、

次
の
も
の
を
消
防
本
部
総
務
課
へ

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
（
簡
易
書

留
に
限
る
）
し
て
く
だ
さ
い
。

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
消
防

本
部
指
定
の
も
の
）

②
受
験
票
（
消
防
本
部
指
定
の
も

の
）

③
返
信
用
封
筒
２
通
（
80
円
切
手

を
貼
付
、
返
信
先
住
所
・
氏
名

を
記
入
の
こ
と
）

※
職
員
採
用
試
験
申
込
書
・
受
験

票
は
、
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
\h

ttp
:/
/
w
w
w
.m
ie
-

m
a
t
s
u
s
a
k
a
1
1
9
.jp
/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
８
月
１
日
;
か
ら
消
防
本

部
総
務
課
、
管
内
消
防
署
・
分
署

で
も
配
布
し
ま
す
（
消
防
本
部
総

務
課
は
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
。

■

受

付

期

間

８
月
３
日
6
〜

８

月

19

日
8

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
。
郵

送
の
場
合
は
８

月
19
日
8

必

着
）

■
試
験
内
容
・
日
程
等
　
①
第
１

次
試
験
（
教
養
試
験
、
消
防
適
性

検
査
）
＝
９
月
20
日
5

午
前
８

時
15
分
か
ら
、
三
重
中
京
大
学
、

②
第
２
次
試
験
（
面
接
、
論
文
、

身
体
・
体
力
の
測
定
）
＝
第
１
次

試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
日
時
・

場
所
な
ど
を
通
知

※
第
１
次
試
験
合
格
者
に
は
、
成

績
証
明
書
、
卒
業
（
修
了
）
証
明

書
ま
た
は
卒
業
（
修
了
）
見
込
み

証
明
書
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
採
用
予
定
者
の
決
定

第
２
次

試
験
終
了
後
に
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
（
〒
５

１
５
―
０
８
１
８
　
松
阪
市
川
井

町
１
０
０
１
番
地
１
、
H
０
５
９

８
・
25
・
１
４
１
１
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
職
員
の
募
集

８
月
３
〜
19
日
に
受
け
付
け

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
会
受
講
生
募
集

多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務

ま
た
は
居
住
す
る
建
物
（
消
防
法

に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
）
に
は
、

資
格
を
有
す
る
人
の
う
ち
か
ら

「
防
火
管
理
者
」
を
選
任
し
、
防

火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
性
に

実
施
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
こ
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

■
期
日

９
月
17
日
9
・
18
日
:

の
２
日
間

■
場
所

三
重
中
京
大
学
７
号
館

（
松
阪
市
久
保
町
１
８
４
６
番
地
）

■
受
講
資
格

防
火
対
象
物
に
お

い
て
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業

務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
管
理
・
監
督
的
な
地

位
に
あ
る
人

■
受
講
料

資
料
代
４
０
０
０

円
（
松
阪
地
区
防
火
協
会
会
員

事
業
所
の
人
は
２
０
０
０
円
）

■
定
員

２
０
０
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み

消
防
本
部
、
管

内
消
防
署
が
発
行
す
る
受
講
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
（
縦
４
セ
ン
チ
×
横
３
セ

ン
チ
）
を
貼
付
の
う
え
、
松
阪

地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
課
（
松
阪
市
川
井
町
１
０

０
１
番
地
１
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
講
申
請
書

は
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.m
i
e
-

m
a
t
s
u
s
a
k
a
1
1
9
.

j
p
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

８
月
17
日
6
か

ら
８
月
28
日
:
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
２
日
間
の
全
科
目
を
修
了
し

た
人
に
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
組
合
消
防
本
部

予
防
課
（
H
０
５
９
８
・
25
・

１
４
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)



9

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
普
通
救
命
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
家
族
や
同
僚

な
ど
が
も
し
も
の
と
き
「
あ
な
た

に
で
き
る
応
急
手
当
」
の
講
習
会

で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時

８
月
23
日
5

午
前
９

時
〜
正
午

■
場
所

町
中
央
公
民
館
１
階
日

本
間

■
内
容

①
応
急
手
当
の
重
要

性
、
②
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当

（
心
肺
蘇
生
法
＝
成
人
に
対
す
る

方
法
、
A
E
D
の
使
用
法
）

■
受
講
料

無
料

■
募
集
人
員

30
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
受
講
申
し
込
み

８
月
３
日
6

〜
19
日
8
の
間
に
、
明
和
消
防
署

ま
た
は
消
防
本
部
・
最
寄
り
の
消

防
署
・
分
署
で
、
所
定
の
受
講
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
松

阪
地
区
広
域
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
\h

ttp
:/
/
w
w
w
.

m
ie
-m
a
t
s
u
s
a
k
a
1
1
9
.

j
p
/

）
か
ら
も
受
講
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
受
講
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消
防
組

合
明
和
消
防
署
救
急
係
（
H
52
・

５
６
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

法務局の業務に関することやお寄せいただいた相談の中から、津地方

法務局松阪支局から地域の皆さんへ「地域の皆さんに役立つ事案」例な

どを定期的にご紹介します。

＝架空請求とその対策＝

【問い】「法務局共同管理センター」というところから「消費料金未納分

訴訟最終通告書」というハガキが送られてきました。まったく身に覚

えがありませんが、「本人から連絡してください」と書いてあります。

どうしたらよいでしょうか？

【答え】身に覚えがなければ、相手に連絡しない。偽った業者による架

空債権の請求が多発しています。架空請求者の名称は「法務局認定法

人民事訴訟管理機構」や「法務省管轄機構民事訴訟管理局」などを使

用し、あたかも法務省関係機関のような表記になっていますが、これ

らは法務省や法務局とはまったく関係がありません。

対策としては、①利用した覚えがなければ支払わない、②相手に連

絡しない、③請求ハガキなどの証拠を保管する、④悪質な取り立ての

場合は警察へ届け出る、⑤最寄りの法務局（支局）または消費生活セ

ンターなどへ相談する、などです。

また「訴訟が提起されている。取り下げを希望する場合は○月○日

までに連絡してほしい」など、裁判所に訴訟を起こしているような悪

質な文面の事例もあります。通常の架空請求は「無視」すればよいの

ですが、裁判所からの訴状や呼び出し状などの通知が届いたときは、

その内容が真実かどうか、通知があった裁判所に連絡（電話番号は別

途お調べください）のうえ確認してください。

※法務局の業務に関することなど、詳しくは津地方法務局松阪支局

（H0598・53・1501）へお問い合わせください。

松
阪
税
務
署
か
ら

お
知
ら
せ

電
話
は
自
動
音
声
で
案
内

納
税
者
の
皆
様
か
ら
松
阪
税
務

署
（
代
表
、
H
０
５
９
８
・
52
・

３
０
２
１
）
に
お
電
話
い
た
だ
く

場
合
、
い
っ
た
ん
「
自
動
音
声
案

内
」
で
お
受
け
し
、
次
の
い
ず
れ

か
の
選
択
を
ご
案
内
し
ま
す
。
具

体
的
な
操
作
方
法
に
つ
い
て
は
、

音
声
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
番
＝
国
税
局
の
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
（
国
税
に
関
す
る
一
般
的

な
ご
相
談
）

２
番
＝
松
阪
税
務
署
（
松
阪
税
務

署
へ
の
用
件
、
照
会
・
お
尋
ね
、

面
接
相
談
の
事
前
予
約
な
ど
）

税
務
署
で
の
面
接
相
談
は

必
ず
事
前
予
約
を

個
別
的
な
照
会
・
お
尋
ね
な
ど

に
関
す
る
税
務
署
で
の
面
接
相
談

（
税
金
の
納
付
相
談
を
除
く
）
は
、

十
分
な
時
間
を
も
っ
て
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
「
事
前
予
約
制
」

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約

の
際
は
、
住
所
・
名
前
・
相
談
内

容
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署

（
代
表
、
H
０
５
９
８
・
52
・
３

０
２
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

普
通
救
命
講
習
会
の
参
加
者
を
募
集

【
明
和
消
防
署
】

くらし
広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)

法 務 局 松 阪 支 局 か ら お 知 ら せ

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

電
気
は
安
全
に
正
し
く

ご
使
用
を

８
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

で
す
。
夏
は
汗
を
か
き
や
す
く
、

薄
着
に
な
り
、
ま
た
疲
労
な
ど
か

ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
や
す
い

季
節
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
感

電
事
故
は
夏
季
に
集
中
し
て
発
生

し
ま
す
。

感
電
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

次
の
こ
と
に
心
が
け
、
電
気
を

「
安
全
に
正
し
く
」
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

①
不
良
電
気
設
備
を
な
く
す
る

②
電
気
を
正
し
く
使
用
す
る

③
漏
電
遮
断
器
を
取
り
付
け
る

◇
　
　
　
　
　
◇

※
電
気
の
使
用
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
3
中
部
電
気
保
安
協
会
松
阪

事
業
所
（
H
０
５
９
８
・
50
・
０

８
５
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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京
都
の
人
権
ゆ
か
り
の
名
所
旧

跡
を
案
内
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
京
都
人
権
歴
史
紀
行
」
か
ら
、

今
年
は
洛
南
を
訪
ね
ま
す
。

名
跡
の
裏
に
隠
れ
た
も
う
一
つ

の
歴
史
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

ま
た
「
清
水
焼
き
の
絵
付
け
体
験
」

も
し
ま
す
。

■
日
時

第
１
回
＝
９
月
１
日

7
、
第
２
回
＝
９
月
３
日
9
、

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
７
時
出

発
・
午
後
７
時
30
分
帰
着
予
定

■
行
き
先
・
内
容

京
都
南
部
教

会
、
醍
醐
寺
三
宝
院
、
伏
見
稲
荷

大
社
、
清
水
焼
き
の
絵
付
け
体
験

ほ
か

■
対
象
者

町
内
に
在
住
す
る
20

歳
以
上
の
人

■
定
員

各
回
と
も
40
人
（
先
着

順
）

■
参
加
費

３
５
０
０
円
（
昼
食

は
龍
谷
大
学
学
生
食
堂
で
自
費
）

■
申
し
込
み

８
月
10
日
6
〜
14

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
人
権
セ

ン
タ
ー
へ

※
１
人
の
申
し
込
み
に
つ
き
、
２

人
ま
で
の
参
加
を
受
け
付
け
ま

す
。
ま
た
、
各
回
の
参
加
者
が
20

人
に
達
し
な
い
場
合
は
、
９
月
１

日
7
の
み
の
開
催
と
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
詳
し
く
は
人
権
セ
ン
タ

ー
（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人権センター＝H ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝H 52-7123、I 52-7133

今月のひとまち
ふれあい企画

秋
の
風
物
詩
を
「
伊
勢
型
紙
」

で
作
り
ま
す
。
い
く
つ
か
の
型
紙

か
ら
、
あ
な
た
の
好
き
な
一
枚
を

お
作
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時

９
月
10
日
9

午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

町
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
人

■
定
員

18
名
（
先
着
順
）

■
講
師

山
中
師
之
さ
ん

■
参
加
費

３
５
０
円
（
保
険
料

含
む
）

■
持
ち
物

新
聞
紙

■
申
し
込
み

８
月
24
日
6
〜
28

日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
人
権
セ

ン
タ
ー
へ

明
和
町
男
女
（
み
ん
な
）
の
連

絡
会
で
は
「
男
性
も
女
性
も
い
き

い
き
す
る
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、

次
の
と
お
り
「
町
長
と
語
る
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

連
絡
会
で
は
、
参
加
者
を
広
く

男
性
も
女
性
も
い
き
い
き
す
る
社
会

町
長
と
語
る
会
の
参
加
者
募
集

男
女
（
み
ん
な
）
の
連
絡
会

楽
し
い
手
作
り
教
室
の

参
加
者
募
集

伊
勢
型
紙
で
作
る
秋
の
色
紙

第
４
回
京
都
人
権
・
歴
史
紀
行
の
参
加
者
を
募
集

清
水
焼
き
の
絵
付
け
体
験
も

明和町人権を守る会では、町民の皆さんがさまざまな人権問題について学んで

いただくため「全国規模で開催される人権啓発・人権教育研修会」の参加者を次

のとおり募集します。

■対象 町内在住または在勤で、後日に参加感想文を提出していただける人

■募集人員 １人

■参加費用 参加経費（旅費・宿泊費・参加資料代…町の規定に基づく金額）は、

町人権を守る会が負担します。

■参加大会　第43回部落解放全国研究集会（2009年10月24日V～25日P、広島

県福山市）

■申込方法・期限 中央公民館２階の団体事務局または町人権センターに備え付

けの申請用紙に必要事項を記入し、８月24日Qまでに同事務局または同センタ

ーに提出してください。

■その他 応募者多数の場合は、抽選によって決定します。また、大会参加に関

して不慮の事故が起こった場合、町人権を守る会および町では一切その責任を

負いませんので、あらかじめご了承ください。

※詳しくは、町人権を守る会事務局（中央公民館２階団体事務局内、H52・

7125、火・水・金曜日）または町人権センター（H55・3052）へお問い合わせ

ください。

※
１
人
の
申
し
込
み
に
つ
き
、
２

人
ま
で
の
参
加
を
受
け
付
け
ま

す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人権センター

■
募
集
定
員

15
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選)

■
募
集
締
切

８
月
10
日
6

■
申
し
込
み

直
接
ま
た
は
電
話

で
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

８
月
26
日
8

午
後
１

時
〜
３
時

■
場
所

中
央
公
民
館
２
階
視
聴

覚
室

【さまざまな人権問題について学んでみませんか】

くらし
広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)
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1（＋1） 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 0（ー2） 

26（＋3） 4（ー4） 

21（ー1） 

■町内の治安情勢（平成21年６月１日～30日、概数） 

手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

     平成21年 
６月１日～30日 

前年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

58件 

15件 

18人 

0人 

43件 

327件 

71件 

89人 

0人 

256件 

－16件 

－10件 

－23人 

±0人 

－6件 

■町内の交通事故発生状況（平成21年７月15日現在） 

～　知らせよう　ここにいるよと　反射材　～ 

平成21年１月 
からの累計 

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)

【お気軽にご利用を】

20日に
特設人権
相談所を開設

特
設
人
権
相
談
所
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

い
じ
め
・
差
別
・
隣
人
関
係
な

ど
で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

８
月
20
日
9

午
後
１

時
30
分
〜
４
時

■
場
所

中
央
公
民
館

■
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町では「日曜（窓口）開庁」を試行実施してい

ます。日曜（窓口）開庁では、住民票・戸籍など

各種証明書の発行や各種申請書の受付事務などを

行っています。

■８月の日曜（窓口）開庁予定日 ２日、９日、

16日、23日、30日（各日曜日）

※選挙の投票日当日となる日曜日は開庁しません

ので、ご了承ください。

■開庁時間 午前８時30分から午後５時15分まで

※正午から午後１時までの間は、窓口を閉じさせ

ていただきますので、ご了承ください。

■取扱事務 窓口事務が中心になります

※５月から取扱事務を一部変更しました。取扱事

務の詳細内容については、事前に町ホームページ

（\ h t t p : / / w w w . t o w n . m e i w a . m i e .

j p / ）をご覧いただくか、政策課（]52・7112）

へご確認くださいますようお願いします。そのほ

か、詳しくは政策課へお問い合わせください。

町では、町民の皆さんと町長の直接対話や情報

交換を通して、その声を積極的に町政に取り入れ

ていくため、毎月１回、町民の皆さんを対象に

「町長日曜座談会」を実施しています。７月と８

月の実施内容は次のとおりです。皆さん、お気軽

にお申し込みください。

■８月の町長日曜座談会 ８月23日P 午前９時

～正午のうち、個人またはグループ・団体あたり

１時間程度　※申込期限＝８月17日Q

■９月の町長日曜座談会 ９月13日P 午前９時

～正午のうち、個人またはグループ・団体あたり

１時間程度　※申込期限＝９月７日Q

■各回共通事項 ①場所＝町役場庁舎１階　町長

室、②対象＝町内に在住する人、または町内に在

住・在勤する人で構成する各種団体・グループな

ど、③申し込み＝所定の申込書に必要事項（希望

テーマなど）を記入のうえ、総務課へ提出してく

ださい（土曜日・祝日を除く。午前８時30分～午

後５時15分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただき

ます。10月以降の日程は、毎月の広報めいわでお

知らせします。そのほか、詳しくは総務課（]

52・7111）へお問い合わせください。

８月の日曜（窓口）開庁予定日
２・９・16・23・30日の各日曜日

町 長 日 曜 座 談 会
８月2 3日・９月 1 3日
（事前申し込みが必要です）

■最大震度別地震回数（平成21年６月１日～30日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

89 30 7 3 0 ０ ０ 0 ０ 129

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

自
衛
官
な
ど
の
募
集

【
一
般
曹
候
補
生
】

■
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
受
付
期
間

８
月
１
日
;
〜
９

月
11
日
:

■
試
験
期
日

１
次
＝
９
月
19
日

;
、
２
次
＝
10
月
８
日
9
〜
15
日

9【
２
等
陸
・
海
・
空
士
】

■
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
受
付
期
間

①
男
子
＝
年
間
を

通
じ
て
募
集
、
②
女
子
＝
８
月
１

日
;
〜
９
月
11
日
:

■
試
験
期
日

①
男
子
＝
受
付
時

に
告
知
、
②
女
子
＝
９
月
27
日

5
・
28
日
6
の
い
ず
れ
か
を
指
定

【
航
空
学
生
】

■
資
格

高
校
卒
業
（
見
込
み
含

む
）
以
上
21
歳
未
満

■
受
付
期
間

８
月
１
日
;
〜
９

月
11
日
:

■
試
験
期
日

１
次
＝
９
月
23
日

8
、
２
次
＝
10
月
17
日
;
〜
22
日

9
、
３
次
＝
11
月
14
日
;
〜
12
月

18
日
:

【
看
護
学
生
】

■
資
格

高
校
卒
業
（
見
込
み
含

む
）
以
上
24
歳
未
満

■
受
付
期
間

９
月
７
日
6
〜
10

月
２
日
:

■
試
験
期
日

１
次
＝
10
月
24
日

;
、
２
次
＝
11
月
21
日
;
・
22
日

5※
詳
し
く
は
、
防
衛
省
自
衛
隊
伊

勢
地
域
事
務
所
（
H
０
５
９
６
・

2
3

・
３
８
８
０
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お知らせ
広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
参
加

者
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

①
折
り
紙
教
室

■
日
時

９
月
26
日
;

午
後
１

時
30
分
〜
４
時

■
場
所

町
総
合
体
育
館
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
室

■
対
象
者

町
内
・
近
隣
市
町
小

学
校
の
低
学
年
児
童
（
保
護
者
同

伴
）
か
ら
大
人
一
般

■
募
集
人
数

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

①
町
内
＝
１
０
０
０

円
、
②
町
外
＝
２
０
０
０
円
、
い

ず
れ
も
保
険
料
を
含
む
。

■
教
材
費

１
５
０
０
円
（
色
紙

代
を
含
む
）

■
申
込
受
付
期
間
・
時
間
　
８
月

24
日
6
〜
９
月
４
日
:
、
各
日
と

も
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

②
硬
式
野
球
ス
ク
ー
ル

■
日
時
　
９
月
27
日
、
10
月
４

日
・
18
日
・
25
日
、
11
月
１
日
・

８
日
・
15
日
・
29
日
、
12
月
６

日
・
20
日
、
平
成
22
年
１
月
10

日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
、
２
月

７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
（
各

日
曜
日
）
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
９
時
〜
正
午

■
場
所

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
対
象
者

明
和
中
学
校
３
年
生

の
男
子

■
募
集
人
数

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
保
険
料

８
１
０
円

■
申
込
受
付
期
間
・
時
間

８
月

30
日
5
〜
９
月
11
日
:
、
各
日
と

も
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

③
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ク
ー

ル
（
後
期
）

■
日
時

10
月
４
日
5
・
10
日

;
・
18
日
5
・
25
日
5
、
11
月
１

日
5
・
７
日
;
・
15
日
5
・
22
日

5
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

〜
11
時

■
場
所

大
淀
小
学
校
体
育
館

■
対
象
者

町
内
小
学
校
３
〜
５

年
生

■
募
集
人
数

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
保
険
料

８
１
０
円

■
申
込
受
付
期
間
・
時
間
　
９
月

１
日
7
〜
15
日
7
、
各
日
と
も
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
各
保
険
料
は
、
振
込
手
数
料
を

含
み
ま
す
。

※
申
込
先
は
、
い
ず
れ
も
町
総
合

体
育
館
で
す
。
申
込
用
紙
は
、
同

館
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。
参
加

費
・
保
険
料
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
参
加
者
募
集

【
明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

しつけ？それとも虐待？
＝相談窓口＝

■明和町福祉子育て課　 ]52-7115

■中勢児童相談所　　 ]059-231-5666

ＤＶ（ドメスティック・バイオレン
ス）は犯罪です！
＝相談窓口＝

■明和町福祉子育て課　　 ]52-7115

■配偶者暴力相談支援センター

]059-231-5600

■警察安全相談電話

]059-224-9110・♯9110

■松阪警察署　　　　 ]0598-53-0110

■松阪保健福祉事務所 ]0598-50-0520

※お気軽に、まずはお電話してください。

お

一

人

で

悩

ん

で

い

ま

せ

ん

か

？

養
殖
研
究
所
の

一
般
公
開

養
殖
研
究
所

独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
養
殖
研
究
所
で
は
、
研

究
所
の
仕
事
を
地
域
の
皆
さ
ん
に

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
恒
例
の
研
究
所
一
般
公
開

な
ど
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

本
年
は
「
研
究
所
発
足
30
周
年
」

を
記
念
し
、
い
せ
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
講
演
会
も
開
催
し
ま

す
。
各
会
場
と
も
、
入
場
は
無
料

で
す
。

【
研
究
所
一
般
公
開
】

■
日
時

８
月
29
日
;

午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
場
所

独
立
行
政
法
人
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
養
殖
研
究
所
南

勢
庁
舎
（
南
伊
勢
町
中
津
浜
浦
４

２
２
│
１
）

■
内
容

研
究
内
容
の
紹
介
、
え

さ
や
り
体
験
、
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、

海
藻
の
し
お
り
作
り
な
ど

【
講
演
会
】

■
日
時

８
月
30
日
5

午
後
１

時
〜
５
時

■
場
所

い
せ
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ

（
伊
勢
市
岩
渕
１
│
２
│
29
）

■
内
容

研
究
所
の
30
年
を
振
り

返
っ
て
の
一
般
向
け
講
演
会

※
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
養
殖
研
究

所
業
務
推
進
部
（
南
勢
庁
舎
、
H

０
５
９
９
・
66
・
１
８
３
０
、
\

h
t
t
p
:/
/
n
r
i
a
.f
r
a
.

a
f
f
r
c
.g
o
.j
p
/
in
d
e
x
.

h
t
m
l

）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ラ
ブ
（
町
総
合
体
育
館
内
、
H

52
・
７
１
３
０
、
I
52
・
７
１
３

５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中央公民館で

「原爆と人間展」を開催

町では「原爆と人間展」を次

のとおり行います。

忘れてはならない原子爆弾が

もたらした戦争の悲劇、戦争が

残した原爆の悲惨なつめ跡を、

写真パネルで展示します。

■期間 ８月１日V～16日P

■場所 中央公民館１階ロビー

※中央公民館の開館日・時間に

ついては、同館（H52・7132）

へお問い合わせください。その

ほか、詳しくは総務課（H52・

7111）へお問い合わせくださ

い。
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

9.6

7.4

7.5

4.1

11.0

16.0

7.5

7.6

7.0

採水日（６月17日） 

祓　川（下御糸橋） 0.5

0.9

0.9

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 

今月の行政相談・心配ごと相談

■日時・内容 ①８月３日Q＝午前９時30分～

正午、行政相談・心配ごと相談、②８月17日

Q＝午後１時30分～４時、心配ごと相談

■場所 保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会

（H52・7056）へお問い合わせください。

【夏休み防災フェア】

「チャレンジ！みえぼうさい学園2009」を開講

集まれ！次世代の主役たち！自然災害に備えよう！

東海地震、東南海地震・南海地震等の巨大地震が100～

150年周期で発生しており、近い将来、これらの地震が発

生し、三重県においても大きな被害がもたらされることが

予想されています。

また、本年は、紀伊半島に上陸し近畿から東海地区の広

範囲で大きな被害を及ぼした「伊勢湾台風」から50年とい

う大きな節目を迎えます。さらに、近年は地球温暖化等の

影響からゲリラ豪雨が頻発しております。日ごろからこう

いった地震災害、風水害に対して備えが必要です。

松阪地域防災学習塾（松阪市、多気町、明和町、大台町、

三重県松阪県民センター）では、次世代を担う小学生の児

童たちと保護者の皆さんを対象に、夏休み防災フェア「チ

ャレンジ！みえぼうさい学園2009」を次のとおり開講しま

す。皆さん、ぜひご参加ください。

■日時 ８月８日V 午後１時～４時

■場所 ＭＡＰみえこどもの城（三重県松阪市立野町1291）

■内容 ①「防災ミニ講座」災害（発生）！避難命令ゲー

ム【Ｄisaster Evacuation order Game】実演、②耐震化実

験、液状化実験、地震体験、消火体験、③三重県災害対

策支援車、三重県移動防災情報センター車「防災みえ号」、

消防車両（赤バイ、救助工作車、はしご車）の展示、④

災害用伝言ダイヤル１７１体験コーナーの開設

■受講対象者と受け付け 小学生児童とその保護者。受講

受け付けは第１回＝午後１時から 先着60人、第２回＝

午後２時から先着60人、第３回＝午後３時から先着60人

とさせていただきます。

■受講申し込み 事前の申し込みは不要です。開講当日、

先着順で申し込みを受け付け、定数になり次第締め切ら

させていただきます。

※詳しくは、三重県松阪県民センター　県民防災室

（H0598・50・0503）へお問い合わせください。

お知らせ
広報めいわ ８月号平成21年

(2009年)

下
水
道
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

3
三
重
県
下
水
道
公
社
で
は

「
第
22
回
下
水
道
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
作
品
を
、
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
規
定

①
課
題
＝
下
水
道

の
役
割
に
関
す
る
絵
画
、
水
・

川
・
海
を
対
象
に
し
た
自
由
な
発

想
の
絵
画
、
②
規
格
＝
四
つ
切
り

の
画
用
紙
に
「
９
月
10
日
下
水
道

の
日
」
の
文
字
を
必
ず
入
れ
る
こ

と
、
ク
レ
ヨ
ン
ま
た
は
水
彩
画
、

裏
面
に
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を

記
入
、
③
応
募
＝
在
籍
校
を
通
じ

て
応
募

■
応
募
資
格

三
重
県
内
の
小
学

校
４
〜
６
年
生
児
童

■
応
募
期
限

９
月
７
日
6
必
着

■
賞

三
重
県
知
事
賞
な
ど

※
詳
し
く
は
、
3
三
重
県
下
水
道

公
社
（
H
０
５
９
８
・
53
・
４
８

ン
グ
セ
ン
タ
ー
１
階
　
東
コ
ー
ト

■
内
容

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
年
代
が
参
加
。
各
種
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
の
ほ
か
、
今
回
は
ダ

ン
ス
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
サ
ー
ク
ル
久
田

代
表
（
H
52
・
１
２
３
８
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
５
回
明
和
音
楽
祭

F
I
R
E
・
F
L
Y

音
楽
サ
ー
ク
ル
F
R
E
E
Z
E

町
内
の
若
者
た
ち
を
中
心
に
活

動
す
る
音
楽
サ
ー
ク
ル
「
F
R
E

E
Z
E
（
フ
リ
ー
ズ
、
久
田
英
司

代
表
）
」
で
は
、
第
５
回
明
和
音

楽
祭
「
F
I
R
E
・
F
L
Y
（
フ

ァ
イ
ヤ
ー
・
フ
ラ
イ
）
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
多
数
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■
日
時

８
月
23
日
5

午
後
１

時
〜
４
時

■
場
所

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
お
知
ら
せ

3
日
本
遺
族
会
で
は
、
厚
生
労

働
省
か
ら
の
委
託
・
補
助
に
よ
る

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
先
の

大
戦
の
戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
、
旧
戦
域
各
地
で
の
慰

霊
追
悼
・
友
好
親
善
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

参
加
の
際
は
、
賛
助
金
の
負
担

が
必
要
で
す
。
実
施
日
程
な
ど
、

詳
し
く
は
3
日
本
遺
族
会
福
祉
事

業
部
事
業
課
事
業
係
（
H
０
３
・

３
２
６
１
・
５
５
２
１
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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６月中の

主な増減

総人口：23,213人　　出生： 15人

男：11,220人　　死亡： 19人

女：11,993人　　転入： 51人

世帯数：7,823世帯 転出： 59人

人のうごき

７月の人口

K

各
種
が
ん
検
診
と
若
人
健
診

を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
診
は
、
い
ず
れ
も
事
前
の
予

約
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
各
種

が
ん
検
診
は
８
月
20
日
9
か
ら
、

ま
た
若
人
健
診
は
８
月
24
日
6
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
受
診
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
各
種
が
ん
検
診
・
若
人
健

診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
各
種
が
ん
検
診
】

８
月
20
日
か
ら
受
診
予
約
受
け
付
け

■
日
時
・
内
容

９
月
３
日
9

①
胃
が
ん
検
診
＝
午
前
８
時
〜
10

時
、
②
乳
が
ん
検
診
　
エ
コ
ー
検

査
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
＝
午
後
１

時
〜
２
時
30
分
、
③
子
宮
が
ん
検

診
＝
午
後
１
時
〜
２
時

■
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
・
定
員
・
負
担
金

①
胃

が
ん
検
診
＝
30
歳
以
上
の
人
・
50

人
・
１
０
０
０
円
、
②
乳
が
ん
検

診
　
エ
コ
ー
検
査
＝
20
歳
以
上
の

人
・
40
人
・
７
０
０
円
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
＝
40
歳
以
上
で

昭
和
の
奇
数
年
生
ま
れ
の
人
・
40

人
・
７
０
０
円
、
③
子
宮
が
ん
検

診
＝
20
歳
以
上
の
人
・
80
人
・
７

０
０
円

■
申
込
先

長
寿
健
康
課
（
H

各
種
が
ん
検
診
・
若
人
健
診
の
お
知
ら
せ

受
診
予
約
は
長
寿
健
康
課
（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ

52
・
７
１
１
６
）

※
各
検
診
の
予
約
申
し
込
み
は
、

い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

※
①
胃
が
ん
検
診
＝
検
診
前
日

は
、
午
後
９
時
以
降
の
飲
食
を
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
胃
の
手
術
を

さ
れ
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

②
乳
が
ん
検
診
＝
検
診
当
日
は
、

バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
町
が
実
施
す
る
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
は
、
２
年
に
１
回
受

診
い
た
だ
け
ま
す
。
平
成
21
年
度

は
、
昭
和
の
奇
数
年
生
ま
れ
の
人

を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【

若

人

健

診

】

８
月
24
日
か
ら
受
診
予
約
受
け
付
け

■
日
時

９
月
10
日
9

午
前
９

時
〜
11
時

■
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
・
定
員

20
〜
39
歳
の

人
・
50
人

■
内
容

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
骨
密
度
検

診
な
ど

■
負
担
金

７
０
０
円

■
申
込
先

長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）

※
健
診
の
予
約
申
し
込
み
は
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
健
診
前
日
は
、
暴
飲
・
暴
食
、

11月末まで実施　お早めに受診を

明和町国民健康保険と三重県後期高齢者

医療広域連合では、それぞれの被保険者の

皆さん（国民健康保険は40～74歳の人）を

対象に「健康診査」を実施しています。

健康診査は、医療機関で個別に受診して

いただく方法と、明和町保健福祉センター

で集団で受診（事前申し込みが必要）して

いただく方法の２種類があります。

実施期間は、11月末までです。期間後半

は、インフルエンザの予防接種などで医療

機関が大変込み合いますので、お早めに受

診してください。

※詳しくは、役場長寿健康課（H 52・

7116）へお問い合わせください。

国民健康保険特定健診・長寿医療健診

ア
ル
コ
ー
ル
、
激
し
い
運
動
は
控

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
食
事
の

影
響
を
受
け
や
す
い
「
中
性
脂
肪
」

「
血
糖
値
」
の
デ
ー
タ
を
正
し
く

判
定
す
る
た
め
、
健
診
当
日
の
朝

食
は
と
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
水
は
飲
ん
で
い

た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
各
種
が
ん
検
診
・
若
人
健
診
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
長
寿
健
康
課

（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応

体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

三
重
県
で
は
、
厚
生
労
働
省
の

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す

る
運
用
指
針
」
の
改
定
を
受
け
、

７
月
８
日
か
ら
「
今
後
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
向
け
て
の

三
重
県
対
応
方
針
」
に
基
づ
き
対

策
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
三
重
県
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
は
廃
止

さ
れ
、
今
後
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
推
進
会
議
で
対
策
を
検

討
し
ま
す
。

明
和
町
に
お
い
て
も
、
国
、
三

重
県
の
方
針
を
受
け
、
７
月
７
日

を
も
っ
て
「
明
和
町
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」
を
廃
止
し
、

通
常
の
相
談
体
制
に
よ
っ
て
対
応

し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
対
応
体
制
の

変
更
に
伴
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
「
発
熱
外
来
」
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

発
熱
や
咳
な
ど
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
疑
わ
せ
る
症

状
が
あ
る
場
合
も
、
原
則
と
し
て
、

す
べ
て
の
医
療
機
関
で
発
熱
患
者

の
診
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

発
熱
外
来
・
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

今
後
は
通
常
の
相
談
体
制
で
対
応
し
ま
す
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【８月の町税・保険料納期のご案内】
８月の町税・保険料納付は次のとおりです。納期限は８月31日Q

です。期限を過ぎて納付されますと、延滞金が発生する場合があり

ます。延滞金は、年14.6％（納期限後翌日から１カ月間は年4.5％）

で計算します。町税の滞納は「百害あって一利なし」です。皆さん、

納税は早めに済ませましょう。

◇町県民税＝第２期分、◇国民健康保険税・介護保険料＝各第５期

分（年金天引きを除く）、◇後期高齢者医療保険料＝第２期分

※口座振替をご利用の皆さんにお知らせします。８月は27日{ に振

替しますので、金融機関口座の残高確認をお願いします。

※納税には、便利で安全な「口座振替」のご利用をお勧めします。

口座振替の手続きは簡単です。金融機関の通帳・届出印をご持参の

うえ、収税対策室または町内金融機関窓口で手続きをしてください。

詳しくは、収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

【夜間・日曜納税窓口の開設】
収税対策室では、平日の役場開庁時間内に、お仕事の都合などで

町税・保険料の納付・相談が困難な皆さんのために、次のとおり平

日の夜間と日曜日の窓口を開設しています。皆さん、ぜひ各窓口を

ご利用ください。

【平日夜間納付・相談窓口】

■日時 ８月13日{・28日U、いずれも午後５時15分～８時30分

■場所・内容 役場収税対策室、町税・保険料の納付・相談

【日曜納付窓口】

■日時 ８月の各日曜日、いずれも午前８時30分～午後５時15分

※ただし、正午から午後１時までの間は窓口を閉じさせていただきます。

■場所・内容 役場会計課、町税・保険料の納付

※詳しくは、収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

収 税 対 策 室 か ら お 知 ら せ

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児

①
８
月
18
日

7
＝
平
成
19
年
１
月
生
ま
れ
、
②

９
月
17
日
9
＝
平
成
19
年
２
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
日
・
対
象
児

①
８
月
７
日

:
＝
平
成
20
年
１
月
生
ま
れ
、
②

９
月
11
日
:
＝
平
成
20
年
２
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（H52・7112）へお問い合わせください。 

K

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
日
・
対
象
児

①
８
月
21
日

:
＝
平
成
18
年
１
月
生
ま
れ
、
②

９
月
18
日
:
＝
平
成
18
年
２
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者

８
月
19
日
8
、

乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
30
分

ご利用ください

三 重 県 認 知 症 コ ー ル セ ン タ ー
０５９・２３５・４１６５（よいろうご）
三重県では、このほど「三重県認知症コールセンター」を

次のとおり開設しました。認知症の介護の悩みや介護サービ

スの利用方法などについて、認知症の介護経験者などが相談

に応じます。相談内容の秘密は厳守されます。「１人で悩まず、

抱え込まず」まずは電話でお気軽にご相談ください。

■電話番号 H059・235・4165（よいろうご）

■開設日時 毎週月～金曜日　午前９時30分～午後５時30分

※ただし、祝日と年末年始（12月29日～１月３日）を除きま

す。

■相談担当 Y認知症の人と家族の会三重県支部コールセン

タースタッフ　

ま
た
、
医
療
機
関
の
受
診
な
ど

に
つ
い
て
相
談
を
行
っ
て
き
た

「
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
」
も
廃
止

と
な
り
、
自
宅
療
養
等
に
つ
い
て

の
相
談
窓
口
と
し
て
、
新
た
に

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
相
談
窓
口

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
松
阪
保
健
所
　
健
康
増
進
課

H
０
５
９
８
・
50
・
０
５
３
１

I
０
５
９
８
・
50
・
０
６
２
１

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〜
10
時
30
分
、
②
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

相
談
日
の
前
日
ま

で
に
、
子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
福
祉
子
育
て
課

（
H
52
・
７
１
１
５
）
へ
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
詳
し
く
は
、
福

祉
子
育
て
課
（
H
52
・
７
１
１
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せいつきのみや歴史体験館からのお知らせ
ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせを、

次のとおり行います。皆さん、お気軽にご参加ください。

「おはなし小槌（こづち）」の皆さんによる読み聞かせ

■内容 絵本「うみべの　くろくま」「やどかりの　おひ

っこし」（フランネル　シアター）

■日時 ８月23日P 午後２時～

■場所 ふるさと会館２階ロビー

ふるさと会館員による読み聞かせ

■日時 ８月27日{ 午後２時～

■場所 ふるさと会館１階児童室

●ワークショップのお知らせ
■日時 ８月25日R 午前10時～正午

■場所 ふるさと会館１階

■募集人数 20人、小学生未満は保護者同伴、多数の場

合は抽選とさせていただきます。

■内容 ミニミニ仕掛け絵本を作ろう

■参加費 300円

■申し込み ふるさと会館１階図書館カウンターへ直接、

または電話（H52・7131）でお申し込みください。

●老人クラブ趣味の作品展のお知らせ
■期間 ８月６日{ まで

■場所 ふるさと会館２階歴史民俗資料館　

●図書館をご利用の皆さんへ
不明本について…６月に実施しました「特別蔵書点検」

におきまして、多くの不明本が明らかになりました。図書

館の本は、一冊一冊が明和町の貴重な財産です。今後も、

町民の皆さんに親しんでいただける図書館を目指し、スタ

ッフ一同さらに努力をいたします。皆さんのご理解とご協

力をよろしくお願いいたします。なお、盗難が明らかにな

った図書がありましたので、警察へ被害届を出しました。

「読みたい本がない」ときは…図書館に購入の希望を出

す方法、または、希望に応じて当図書館が他の図書館から

借りる方法があります。詳しくは、図書館カウンターへお

問い合わせください。

●８月の休館日　３日Q、10日Q、17日Q、24日Q、
31日Q

※各催しの詳しい内容など、詳しくはふるさと会館

（H52・7131）へお問い合わせください。

いつきのみや歴史体験館は、平

安時代の遊び体験ができる施設で

す。各種予約講座のほか、蹴鞠

（けまり）、毬杖（ぎっちょう）、盤

双六（ばんすぐろく）、貝覆い（か

いおおい）の各遊びは、いつでも体験いただくことができ

ます。ぜひご家族・お友達連れでご来場いただき、子ども

たちの「夏休み歴史学習」などにもお役立てください。

●合貝づくり（当日参加受け付け）
はまぐりの貝殻の内側に絵を描いて、平安時代のお姫様

の遊び道具「合貝（あわせがい）」を作りましょう。

■日時 ８月15日V 午前10時

～午後４時30分、所要時間は約

２時間です。

■場所 いつきのみや歴史体験館

■参加費 400円

■定員 なし

●重陽の節句体験（当日参加受け付け）
９月９日の「重陽（ちょうよう）の節句」にちなんで、

茱萸嚢（しゅゆのう）作りと菊の着せ綿体験をしてみませ

んか。

■日時 ９月６日P 午前10時

～午後４時30分、所要時間は

約30分です。

■場所 いつきのみや歴史体験館

■参加費 1,000円

■定員 先着50人

※各催しの申し込みなど、詳しくはいつきのみや歴史体験

館（H52・3890）へお問い合わせください。

平
成
21年

（
2009年

）８
月
号

【明和町ホームページ】
\http://www.town.meiwa.mie.jp/

【明和町Eメールアドレス】
Nsoumu@town.mie-meiwa.lg.jp（総務課）

（有料広告）

手作り
洋菓子の店

明和町明星9 6 3
TEL・FAX/0596-52-6723

営業時間/10：00～19：00
定休日/水曜日、第２・第３木曜日

変更し
ました

ポポラーレ

大好評！明星卵純生ロール 900円
夏期限定！シャーベット 250円

凍らせた「ひえひえ・キンキン」のシャーベットもご用意しております

各種ケーキ、季節
限定ケーキ、焼き
菓子、デニッシュ
パンなど取りそろ
え、皆様のご来店を
お待ちしております

おみやげ

贈答品に

お祝、内祝、快気祝、法事、
記念品、贈り物、お返物など
一品からでもまごころ込めて
販売させていただきます

グラブの加工・修理いたします

明和町明星975 営業時間/９：30～20：00 定休日/月曜日
(JA明星支店交差点近くの黄色い建物です)
TEL/0596-52-2327 FAX/0596-52-0320

スポーツ用品
シャディ
Sporting Goods & Shaddy HIKARIH IKARI
ヒカリヒカリ

（有料広告）
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